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T04a 初期の衝突銀河団CIZA J1358.9 -4750における衝突構造の 3次元モデル化と
高分解能分光観測で期待される観測量
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銀河団同士の衝突は莫大な重力エネルギーを ICMの加熱・乱流や粒子加速・磁場増幅などの多様なエネルギー
に変換するがそのエネルギー分配量などわかっていない。特に初期段階は構造が簡易で、まさに衝撃波が立ち始
めた瞬間であれば、解放される力学的エネルギーを導出しやすい。
CIZA J1358.9 -4750は、北西と南東から衝突が進む初期の衝突銀河団で、「すざく」 の観測データによりマッ

ハ 1.3 前後の衝撃波の存在が示唆されている (Kato+ 2015)。我々は XMM衛星の観測データから温度マップを
作成し、2つの衝撃波に囲まれた、700 kpc幅の高温領域を発見した。衝撃波のRH関係を前提に簡単な 3次元構
造モデルをたて、2つの衝撃波面付近でのスペクトルを精査したところ、高温領域は 7 keVで密度 8×10−4 cm−3

で奥行き 0.8-1Mpcであることが示唆された。Planck衛星から得られた SZ信号もこれと矛盾ない (2021秋年会)。
3次元構造モデルから衝撃波速度は北西で∼900 km/s,南東で∼1000 km/sであり、衝撃波年齢は 360Myrと推

測でき、南東の衝撃波の運動エネルギーフラックスは 1.9×1045 erg/sとなる。このエネルギーの 10%が乱流に使
われたと仮定すると乱流速度は 380 km/sと推測できる。将来、超高分解能分光観測であるXRISMやAthenaに
より乱流速度や速度場が、硬X線高感度観測である FORCEと電波観測により磁場のエネルギー密度が計算でき
る。本講演ではこのような高分解能分光観測で期待される観測量について議論する。


